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東京電力は，原子力賠償紛争審査会が定めた中間指針追補を踏まえ，一律の賠償額

を定めたと説明しています。 

   しかし，中間指針追補は，「対象区域に居住していた者に少なくとも共通に生じた損害

を示す」ことにしたに過ぎず，「個別具体的な事情に応じて，これら以外の損害項目が賠償

の対象となる場合や異なる賠償額が算定される場合が認められ得る」としています。東京

電力が認めていないからといって，それ以外の損害について賠償が認められないわけでは

ありません！ 

 

 

 

 東京電力が決めた賠償額が低すぎると考える場合，念のため，「今回の請求はあくまで

一部の請求であり，不足分はあとで請求します」という意思を明確にしておくべきです。具

体的には，「請求書」の余白部分に，「今回の請求書による請求は，一部請求であり，不

足分は別途請求します。」と記載しておきましょう。（記載例は裏面をご覧ください！） 

 

東京電力に請求書を送る以外にも，賠償を求める方法があります。 

弁護団への相談は無料です。お気軽にご相談ください。 

 

 

 

東京電力は，平成２４年３月５日より，「自主避難」者の方への請求書類を発送し，３月末から

支払いを開始すると発表しました。 

弁護団より，今後の賠償にあたり，ご注意頂きたい事項を以下にお知らせします。 

「自主避難」の方への賠償について 

福島原発被害者支援かながわ弁護団 （事務局長 黒澤 知弘） 

 電話：045-651-5052 （受付時間：平日１０時〜１５時） 

ＨＰ： http://kanagawagenpatsu.bengodan.jp/ 
 



【記載例】 ※提出時には，お手元に提出書類のコピーを残しておいて下さい。 

 

この請求書による請求は一部請求であり，

不足分は別途請求します。 ○印  

手書きで構いませんので，余白部分に 

この文言を記入の上，押印して下さい。 


